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要旨：蒸気温熱シートを使用した下腹部への長時間の温器法による女子学生の月経癌緩和の有効性を健康

な女子学生６名を対象に検討した．温審法用具には蒸気温熱シート（めぐりズム蒸気温熱パワー腰腹用

ワイドシート（非売品)，花王）を使用し，測定尺度には「改変型日本語マギル痛み質問表(MPQ)」（｢Vis-

ualAnalogScale（VAS)」を含む）と，「月経随伴症状日本語版（MDQ)」を使用した．蒸気温熱シー

トによる温器法の結果，月経２，８日目の疫痛ＶＡＳと月経中のｌｌｍＱ総得点および下位８領域中５領域

において有意な変化（p＜0.05）が認められ，バイタルサインの有意な変化は示されなかった．以上より，

長時間にわたる蒸気温熱シートによる温鐇法は，月経に伴う諸症状緩和に有効であることが明らかになっ

た．

キーワード：月経傭月経|随伴症状日本語版（MDQ)，VisualAnalogScale

Ⅱ、対象と方法I、緒言

対象は，月経期間中に月経蒲を自覚する市立Ａ

短期大学の健康な女子学生６名，平均年齢２０歳，

未婚者で出産経験はない．月経期間中に鎮痛剤の服

用経験のある者は６名中５名であった．研究に先

立ち，市立名寄短期大学倫理委員会の承認を得た上

で，調査協力者には研究の主旨・内容および方法，

本人の権利の尊重と研究協力の任意性の確保等を書

面と口頭により説明し，被験者として承諾を得た．

測定項目は，月経癌および自律神経系の指標とし

ての起床時の口腔温。血圧値・脈拍数と夕方の血圧

,値・脈拍数を測定した．口腔温は電子体温計（けん

おんくんMC-108Lオムロン社)。血圧および脈

看護技術の一つである熱布温審法は臨床`体験を通

じて嬉痛緩和効果のあることが実感されており，教

科書的にも紹介されている'-3)．温謡法は高温に温

めた布による加温でその持続時間は長くとも数十分

程度であり，効果の検討に関する系統的研究は十分

とはいえない4)．また，温謡法による嬉痛軽減の効

用を示す報告5-7)はあるが，月経痛緩和や湿熱加温

に関する報告はほとんど見られない8,,)．本研究で

は，蒸気温熱シートを．使用した下腹部への長時間の

温鴇法により女子学生の月経痛緩和の有効性を検討・

した．
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み質問表」（MPQ)'1-'2)を使用した．月経|随伴症状

とその変化を測定する目的で「月経随伴症状日本語

版」（MDQ)'3-15)を使用した．

統計学的検定はWncoxonの符号付順位検定によっ

て温器法前後のＶＡＳＭＰＱおよびＭＤＱの数値と

パイタルサインを比較・解析した．結果は平均値±

標準･偏差で表し，ｐ＜０．０５を有意水準とした．デー

タの解析にはSPSS120forwindowsを使用した．

拍数はデジタル自動血圧計（HEM-762ファジィ，

オムロン社）を用いて測定した．蒸気温熱シート

(めぐりズム蒸気温熱パワー腰腹用ワイドシート

(非売品)，花王）は専用ベルトで下腹部に装着し，

１日５時間以上，月経期間中の毎日（4～７日間）

連続貼用し月経病および月経1随伴症状の変化を測定

した．測定時期は２００６年１～５月，測定期間は２

回の月経周期を，それぞれ対照期（非憲法期）およ

び温鴇法貼用期（毒法期）とした．なお，測定期間

における鎮痛剤の服用は行なわなかった．

『めぐりズム蒸気温熱パワー』は，２００５年１０

月に花王から発売された蒸気式温熱シートで，４０

°Ｃの温度が５～８時間程度持続するように作られて

いる．・使用方法は，二つ折になったシートを袋から

取り出し広げ，白い面が見えるように専用ベルトの

メッシュ状のポケットに入れ，両端にマジックテー

プの付いたベルトを下腹部に装着する．シートを入

れたポケットは直接肌に当たるようにフィットさせ，

下腹部を加温する。蒸気温熱シートは，シートの白

い面から空気を取り込むことにより発熱体の鉄分と

空気に１ｺの酸素が反応して蒸気が発生し，効率的に温

熱効果得られる仕組みになったものである

月経痛とその変化を測定する目的で嬉痛Visual

AnalogScale（VAS)'0)と「改変型日本語マギル傭

Ⅲ、結果

月経期間約６Ｅ１間にわたり（5.7±1.4日)，蒸気

温熱シートを１日平均8.9±1.3時間下腹部に貼用

した．対照期および温鴇法貼用期におけるＶＡＳの

変化は，月経２，３日目で有意な低減が認められた

(Tableｌ)．ＭＰＱでは有意な変化は認められなかっ

た．ＡｍＱは月経前・中・後の三期の中で，月経中

に有意な変化が認められた（Table2)．また，

ＭＤＱは５領域（水分貯留，集中力の低下，否定的

感情，痛み，自律神経失調）で有意な改善傾向が認

められた（Table3)．バイタルサインの有意な変

化はなかった．蒸気温熱シートの連続使用による皮

臓の異常所見は認められなかった．

Table3ChangesofMenstrualDistressQuestionnai｢ｅ(by 
symptom)ｉｎｗａ｢mingte｢、

Table１．Changesofvisualanalogscaleinwarmingterm 

Menstruation Cont｢olscoreWarmingscore 

Scalesymptom ControlscoreWarminｇｓｃｏｒｅ 
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蒸気温熱シートの長時間連続使用による下腹部へ

の温篭法は，月経癌の軽減に有意な変化が示され，

疫病緩和に有効性のあることが示唆された，すなわ

ち，長時間の温審法により局所の皮膚表面温度の上

昇は血流を改善し，深部の血行を良好にする効果が

みられる．このことは，皮膚温の上昇が嬉臘の減弱

に効果的であるという深井の報告5)と共通する．ま

た，今回使用した蒸気温熱シートは蒸しタオルと同

じように蒸気によって皮膚を温めるもので，乾熱に

よる加温よりも温熱効果に優れ，特に筋の硬直を伴

う痩痛により効果的であることが報告されてい

る8.,)．湿熱による温熱効果は腹部や子宮筋の筋緊

張を和らげ，強い収縮によって起こる子宮血流低下

の改善をはかり，鎮痛効果をもたらしたと推測され

た．

一方，A圧Ｑにおける痛みの言語的評価の有意な

変化が示されなかった要因としては，温熱効果で月

経痛の減弱はみられても嬉捕が完全に消失されるわ

けではないため，騒法前後の嬉痛差が明瞭にならず

言語的評価の明確な変化につながらなかったと思わ

れる．また，月経痛は癌性癌痛などに比べ痩傭関連

言語の幅もせまいことから，有意な変化を及ぼさな

かった要因に影響を与えているのではないかと考え

られた．バイタルサイン変化や皮膚症状もなく，蒸

気温熱シートの安全性も示された．
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ｖ、結 語

蒸気温熱シートを用いた長時間にわたる温羅法は，

月経痛や月経随伴症状の軽減に顕著な有効性のある

ことが明らかになった．また，今回行った蒸気温熱

シートによる長時間の温署法は，従来の短時間の温

篭法に加えて新たな羅法として期待される．

本研究の一部は第２６回日本看護科学学会学術集

会（2006年，神戸市）において発表した．
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Abstract 

EffectsoflowerabdominalwarminginyoungfemaleaduItswithmenstrualdistress 

KeikoHosono,SumieTomehata,YuukiArai,ＳｙｏｋｏＭｍａｍ１ｙａｍａａｎｄＪｕｎｌｗａｍｏｔｏ 
● 

DepartmentofNursing,NayoroCityUniversity 

NayoroCityUniversityFacultyofHealthandWelfareScienceDepartmentofNursinｇ 

Ｎ８Ｗ４,NayorqHokkaidoO96-8641Japan 

Theeffectoflowerabdominalwarnungonmenstrualdistresswasexalmnedm6volunteered 

femalesubjects(20±２ｙｒ)．Inacontrolperiod,themagnitudeofmenstrualdistresswasnleasured 

withVisualAnalogScale(VAS)andMcGnlPainQuestionnaire(ＭＤＱ)．Subsequently,fhesubject 

outfittedasteamingpaｄ(Megu-rlzumu,ＫａｏＣｏ.,Tokyo)thatcanraiselocals]dntemperatureup 

to40℃onthelowerabdominals垣ｎｗｉｔｈａｎａｔｔａｃｈｍｅｎｔｂｅｌｔｆｏｒ７ｄａｙａｎdthemeasurements

wererepeatedafterwarnung・VASsigmficantlychangedatthesecondandthirddayofmelr

struationasaresultofabdominalwarｍｍｇ、SignificantimprovementwasObservedinlheMDQ

Inconclusion,thelong-termabdominalwarnungseｅｍｓｔｏｂｅａｇｏｏｄａｎｄｃｏｎｖｅｍｅｎｔａｌｔｅｒｎative 

treRtmentformenstrualdistress． 

KeyWords:menstrualdistress,McGillPamQuestionnaire(ＭＰＱ),visualanaloguescale 
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